
市町村アカデミーでの想い出

令和５年６月27日（火）～７月７日（金）の11日間
で、令和５年度専門実務課程「固定資産税課税事務（家
屋）」を受講しました。
講義を受講し、固定資産税評価基準解説作成に携わる
総務省職員の方、不動産登記を実際に現場で携わってい
る司法書士の先生、実際に現場で家屋評価に携わる職員
の方々と、様々な視点から家屋の現場に携わる講師の先
生方の貴重な意見をお伺いする機会となり、知識を深め
ることができました。
課題演習では、各々の班で発表に向けて議論し、夜遅
くまで資料をまとめるなど、日常業務ではできない貴重
な経験となりました。演習によっては、地方自治体では
携わったことのない事例も多くあり、班員と議論するこ
とで、自身の成長につながりました。また、班員の方と
演習以外の部分も情報交換ができたことは、これからの
業務の励みとなり、全国の仲間と交流ができたことは大
きな財産となりました。
11日間をとおして、感染症対策もあり受講生同士の交

流の場が少なくなってしまったことが悔やまれますが、
市町村アカデミー研修部・調査研究部の方々、副幹事、
座長、受講生一人一人の支えが力となり、代表幹事を無
事に終えることができました。御協力いただきましてあ
りがとうございました。また、研修受講に伴い、快く送
り出してくださった職場の皆様に感謝いたします。

ここでの出会いを大切に、今
後の実務に活かしていきたいと
思います。
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